
〔専攻科〕三つの方針 

○生産システム工学専攻 

 

[専攻科アドミッションポリシー] 

 

専攻科では，次に示すアドミッションポリシーにしたがい，調査書に重点を置くとともに一般科目

および機械工学・電気電子情報工学分野の専門科目の口頭試問と面接により人物を見極める推薦選

抜，一般科目・専門科目の学力試験に重点を置くとともに調査書と面接により人物を見極める学力選

抜，および面接（口頭試問を含む。）に重点を置くとともに調査書等の評価により人物を見極める社

会人特別選抜を行うことにより入学者を決定する。 

 

１．基礎専門学力を有し，実践的技術を支える機械工学・電気電子情報工学分野を中心とした先端知

識と技能の修得に意欲のある人 

２．複合領域の科学技術に興味を持ち，研究開発に主体的に取り組む意欲のある人 

３．技術者倫理を身につけ，異分野との交流・協働によって地域および社会の課題発見およびその解決

に貢献したい人 

 

［専攻科カリキュラムポリシー］ 

 

修了認定方針を達成するために，以下の（１）〜（３）および各専攻のカリキュラムポリシーを定

め， ６０点以上を合格と評価する。 

 

（１） 自ら問題を発見・解決する能力を備え，生涯に亘って社会で活躍することのできる能力を修得

する。 

（２） 産業社会におけるグローバル化に対応するため，正しい日本語かつ国際的に通用する言語力で

表現（記述・口述・討論）し，プレゼンテーション能力を修得する。 

（３） 技術者倫理を理解し，協働や異文化理解により複雑で多岐にわたる工業技術分野に貢献できる

技術をデザインし，複合領域にも対応できる能力を修得する。 

 

 

（各専攻のカリキュラムポリシー） 

 

生産システム工学専攻：機械工学，電気情報工学を基礎とした精密加工，システム工学，熱流体エネ

ルギー，応用力学，エレクトロニクス，情報，制御，新素材などを含む先端

科学技術に深く関わる高度な科学技術を修得する。特に，機械工学，電気情

報工学の複合領域におけるメカトロニクス技術者として必要となる総合力・

システム思考能力を含めた創造力を身につける。 

 

 カリキュラムの実施においては，以下のとおりとする。 

 授業科目の１単位は，４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを基準とし，授業の 

方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位 

数を計算する。 

①  講義および演習については，１５時間から３０時間までの範囲で本校が定める時間の授業をも

って１単位とする。 

②  実験，実習および実技については，３０時間から４５時間までの範囲で本校が定める時間の授

業をもって１単位とする。 

③  試験は，原則として前期末および後期末に行うが，授業科目によっては，平素の成績またはレ

ポート等をもって代えることがある。 

④  成績は，授業科目ごとに，当該授業科目の実授業時数の４分の３以上の出席がある科目につい

て，試験の成績および平素の成績を総合して１００点法によって評価し，次の区分によって優，



良，可または不可の評語で表し，優，良，可を合格とする。出席が当該授業科目の４分の３に満

たない場合は，５９点以下の点数で評価して，不可と判定する。 

  

評語 評定区分 

優 ８０点以上 

良 ６５点以上７９点まで 

可 ６０点以上６４点まで 

不可 ５９点以下 

 

[専攻科修了方針（ディプロマポリシー）] 

 

準学士課程で修得した基礎および専門技術に加え，機械工学，電気情報工学を基礎とした精密加

工，システム工学，熱流体エネルギー，応用力学，エレクトロニクス，情報，制御，新素材などを含

む先端科学技術に深く関わるより専門的な学術分野に精通するとともにプレゼンテーション能力を身

につけ，技術者として国際分野で活躍できる。 

複数の領域をまとめる総合力，複雑で多岐に亘る領域に求められるシステム思考，複合領域にも対

応できる能力を備え，技術者倫理を理解し，修得した高度で実践的な知識と技術を背景に，既存技術

の発展や新たな技術の開発をし，様々なアプローチの仕方により限られた時間内で技術的問題を含む

課題に取組み，現時点での最良の解決策を導出できる。 

これら能力を備えるため，一般科目１２単位以上，専門科目５０単位以上，合計６２単位以上の科目

を修得すること。 

 

○環境システム工学専攻 

 

[専攻科アドミッションポリシー] 

 

専攻科では，次に示すアドミッションポリシーにしたがい，調査書に重点を置くとともに一般科目

および物質工学・土木工学・建築学分野の専門科目の口頭試問と面接により人物を見極める推薦選

抜，一般科目・専門科目の学力試験に重点を置くとともに調査書と面接により人物を見極める学力選

抜，および面接（口頭試問を含む。）に重点を置くとともに調査書等の評価により人物を見極める社

会人特別選抜を行うことにより入学者を決定する。 

 

１．基礎専門学力を有し，実践的技術を支える物質工学・土木工学・建築学分野を中心とした先端知

識の修得に意欲のある人 

２．複合領域の科学技術に興味を持ち，研究開発に主体的に取り組む意欲のある人 

３．技術者倫理を身につけ，異分野との交流・協働によって地域および社会の課題発見およびその解決

に貢献したい人 

 

［専攻科カリキュラムポリシー］ 

 

修了認定方針を達成するために，以下の（１）〜（３）および各専攻のカリキュラムポリシーを定

め， ６０点以上を合格と評価する。 

 

（１）自ら問題を発見・解決する能力を備え，生涯に亘って社会で活躍することのできる能力を修得

する。 

（２）産業社会におけるグローバル化に対応するため，正しい日本語かつ国際的に通用する言語力で

表現（記述・口述・討論）し，かつ国際的に通用するプレゼンテーション能力を修得する。 

（３）技術者倫理を理解し，協働や異文化理解により複雑で多岐にわたる工業技術分野に貢献できる

技術をデザインし，複合領域にも対応できる能力を修得する。 

 

 



（各専攻のカリキュラムポリシー） 

 

環境システム工学専攻：物質・材料工学，環境都市工学を基礎とした無機材料，有機材料，微生物工学，

水環境工学，環境地盤工学，環境地域計画学などを含む先端科学技術に深く関

わる高度な科学技術を修得する。特に，無機材料・有機材料・生物材料を利用

した水環境改善のための処理技術や物質循環・エコマテリアル工学などの物質

工学，環境都市工学の複合領域における創造性豊かな技術者として必要な総合

力・システム思考能力を含めた創造力を身につける。 

 

カリキュラムの実施においては，以下のとおりとする。 

 授業科目の１単位は，４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを基準とし，授業の 

方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位 

数を計算する。 

①  講義および演習については，１５時間から３０時間までの範囲で本校が定める時間の授業をも

って１単位とする。 

②  実験，実習および実技については，３０時間から４５時間までの範囲で本校が定める時間の授

業をもって１単位とする。 

③  試験は，原則として前期末および後期末に行うが，授業科目によっては，平素の成績またはレ

ポート等をもって代えることがある。 

④  成績は，授業科目ごとに，当該授業科目の実授業時数の４分の３以上の出席がある科目につい

て，試験の成績および平素の成績を総合して１００点法によって評価し，次の区分によって優，

良，可または不可の評語で表し，優，良，可を合格とする。出席が当該授業科目の４分の３に満

たない場合は，５９点以下の点数で評価して，不可と判定する。 

評語 評定区分 

優 ８０点以上 

良 ６５点以上７９点まで 

可 ６０点以上６４点まで 

不可 ５９点以下 

 

[専攻科修了方針（ディプロマポリシー）] 

 

準学士課程で修得した基礎および専門技術に加え，物質・材料工学，環境都市工学を基礎とした無

機材料，有機材料，微生物工学，水環境工学，環境地盤工学，環境地域計画学などを含む先端科学技

術に深く関わるより専門的な学術分野に精通するとともにプレゼンテーション能力を身につけ，技術

者として国際分野で活躍できる。 

複数の領域をまとめる総合力，複雑で多岐に亘る領域に求められるシステム思考，複合領域にも対

応できる能力を備え，技術者倫理を理解し，修得した高度で実践的な知識と技術を背景に，既存技術

の発展や新たな技術の開発をし，様々なアプローチの仕方により限られた時間内で技術的問題を含む

課題に取組み，現時点での最良の解決策を導出できる。 

これら能力を備えるため，一般科目 12 単位以上，専門科目 50 単位以上，合計 62 単位以上の科目を

修得すること。 

 

 


